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1.昨年度実施方針
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1.パーソナルモビリティの将来像

海浜幕張エリアの公共交通機関を統合し、便利に移動できる世界を構築
自治体の公共交通政策に昇華させるべく、取り組みを推進

1.昨年度実施方針
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2.実施方針（ロードマップ）

ユニバーサル社会の実現を目指し、2019年度より3つのステップで実証実験を実施

1.昨年度実施方針
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3.2021年度実施方針

1.昨年度実施方針

サービス実証：MaaSアプリによるモビリティの利用 /データを活用したレコメンド情報の提示
技術実証：本番環境での自律走行 / エッジデバイスによるモビリティのデータ取得、遠隔監視

STEP3
（2021年度）
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2.実施内容・結果

（ILY-Aiシェアリング）
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1.実施概要

2.実施内容・結果（ILY-Aiシェアリング）
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2.利用回数（日別）

期間中計162回のご利用を頂いた。1日で5回/台以上の利用実績が得られ、ニーズを確認できた。

2.実施内容・結果（ILY-Aiシェアリング）
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3.利用回数（時間帯別）

どの時間帯でも利用があったことが分かる

平日の無人貸出の利用では午前中に短時間の利用が多かった

2.実施内容・結果（ILY-Aiシェアリング）

＜時間帯別の貸出回数＞
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4.平均利用時間

平日に比べ、休日の方が一回当たりの利用時間が長い。

無人受付時は一人当たりの利用時間が減ったため、一日当たりの利用回数が上がった。

2.実施内容・結果（ILY-Aiシェアリング）
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5.貸出/返却にかかった時間

貸出、返却ともに多くの方がサポートなしで短時間で実施できていた

簡単な操作で利用できていることが分かる

2.実施内容・結果（ILY-Aiシェアリング）

①貸出に所要した時間の分布 ②返却に所要した時間の分布
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6.気づき

2.実施内容・結果（ILY-Aiシェアリング）
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3.実施内容・結果

（自律走行検証）
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1.実施概要

3.実施内容・結果（自律走行検証）
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1.実施概要

下記4つの利用パターンを想定し、自律走行を実施

3.実施内容・結果（自律走行検証）
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2.実施結果（自律走行検証）

2パターンは自律走行に成功、2パターンは課題を発見

3.実施内容・結果（自律走行検証）

・緑（東雲により予め地図作成したルート）
・赤（人が乗車して新たに地図作成するルート）
・青（自律走行ルート）
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2.実施結果（エッジデバイス検証）

パーソナルモビリティ移動中に歩行者の人物認証と画像処理を問題なく実施することができた

3.実施内容・結果（自律走行検証）
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4.事業化について
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1.事業化に向けた課題（シェアリング）

4.事業化について

カテゴリ 結果 考察 今後に向けて

モビリティ設置
場所

・AI運行バスとの同日利用も多く発生し、場
所としては適切であった
・グランドモール以外への設置の声を多くいた
だいた。

・AI運行バスとの交通結節点を意識した際
のポート設置場所としては適切であった。
・グランドモール以外のモールへILYで移動需
要あり。

・駐車場からの結節点を意識したポートの配
置を検討
・グランドモール以外のポート設置においては
連絡通路の許諾が必要。イオン社と検討を
進める。

回遊性変化

アンケート結果
・施設内回遊性向上・・・54％
・外出意欲増加・・・37％
・観光地としての魅力が高まった・・・17.1％
・今まで知らない店舗を知った・・・10％
・今まで行ったことのないお店に入った・・・
10％
・AI運行バスとの同日利用・・・54％

・施設内の回遊性が向上したとともに、ILYの
利用を目的とした外出促進も一定数確認で
きた。また、少数ではあるがILYに乗車し行動
範囲が拡大することで、今まで訪れたことのな
い店舗を認知・入店するユーザーも見受けら
れた。

・速報ではあるかILY-Aiが回遊性に寄与する
ことがデータで確認できた。
・レコメンドによる回遊性向上と合わせて相乗
効果を測れるようさらに検討を進める。

エリア
混雑をはじめとした走行時における接触事故
は発生しなかった。

混雑してる時間帯でも速度が遅いこと、車両
の大きさ等からお互いが譲り合い、事故が発
生することはなかった

速度については現状維持

エリア
グランドモールでの走行は成功したため、他
モールでの走行を可能としたい。

ペットモール/ファミリーモール/アクティブモールと
いったエリアまで走行できることで、施設内移
動をより楽にできる

走行可能エリア拡大と車両台数の増加を進
める。

受付 無人にて対応可能
アプリ/アタッチメントによる完全無人貸出に成
功した。

・トラブルが発生した際の対応スキームを検討
・ルール違反未然に防ぐためユーザーへの注
意喚起
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4.事業化について

1.事業化に向けた課題（自律走行）
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5.2022年度における実証に関して
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1.ILY-Ai実証について

これまでの取組みに加え、イオンモール幕張新都心のモール間移動・新駅ーイオンモール間の交通利便
性を向上させ、回遊性促進を目指します。

5.2022年度における実証に関して
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